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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
６
１
２
Ｘ

【
作
者
名
】

　
ウ
ボ
ァ
ー

【
あ
ら
す
じ
】

　
一
年
の
天
気
が
雷
雨
と
い
う
異
質
な
都
“
雷
都
”
。

こ
の
街
に
住
む
左
翔
太
郎
の
双
子
の
弟
“
左
翔
二
郎
”
。

彼
は
探
偵
、
科
学
者
、
そ
し
て
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
な
の
で
あ
る
。

・
・
・
こ
ん
な
あ
ら
す
じ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
↑
あ
ら
す
じ
と
は
関
係
な
い

注
意
：
一
話
一
話
が
非
常
に
短
い
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
２
０
０
８
年
９
月
某
日
　
２
２
時
０
０
分
（
前
書
き
）

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
描
写
の
間
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
は
報

告
お
願
い
し
ま
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
２
０
０
８
年
９
月
某
日
　
２
２
時
０
０
分

２
０
０
８
年
９
月
某
日
　
２
２
時
０
０
分

都
会
か
ら
遠
く
離
れ
た
孤
島
に
あ
る
ビ
ル
の
最
上
階
。

こ
こ
に
は
二
人
の
青
年
と
二
人
の
男
が
い
た
。

二
人
の
男
の
中
で
白
い
ソ
フ
ト
帽
を
被
っ
た
方
の
男
は
、
目
の
前
に
い
る
少
年

の
手
を
掴
み
、
肩
を
組
ん
だ
。

す
る
と
、
急
に
ビ
ル
の
警
報
が
鳴
り
響
き
、
窓
か
ら
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
明
か

り
が
差
し
込
ん
で
き
た
。

「
お
や
っ
さ
ん
！
！
」

青
年
は
、
ソ
フ
ト
帽
の
男
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
と
、
急
い
で
男
の
方
に
向
か
っ
た
。

煙
草
を
吸
っ
て
い
た
男
も
危
険
を
察
知
し
、
最
上
階
を
出
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
気
づ
け
ば
謎
の
黒
服
達
に
周
り
を
囲
ま
れ
て
い
た
。

「
俺
が
足
止
め
を
す
る
。
お
前
ら
は
と
っ
と
と
そ
の
子
供
を
連
れ
て
い
け
」

煙
草
の
男
は
そ
う
言
い
、
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
何
か
を
取
り
出
し
、
そ
し
て

“
変
身
”
し
た
。

右
手
首
に
着
け
て
お
い
た
小
型
カ
メ
ラ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
。

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

な
ぜ
男
が
そ
ん
な
物
を
着
け
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

一
方
こ
こ
、
“
雷
都
”
に
あ
る
探
偵
事
務
所
で
は
。

「
お
い
！
探
偵
！
て
め
ぇ
何
勝
手
に
ス
イ
ッ
チ
切
っ
て
ん
だ
！
お
い
！
お
ー
い

！
」

相
棒
の
帰
宅
を
待
つ
、
一
人
の
科
学
者
が
い
た
。
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ラ
イ
ダ
ー
の
設
定
（
前
書
き
）

他
に
も
ラ
イ
ダ
ー
が
出
て
き
た
ら
追
記
し
ま
す
。
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ラ
イ
ダ
ー
の
設
定

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン

ス
ペ
ッ
ク

・
パ
ン
チ
力
：
７
ト
ン

・
キ
ッ
ク
力
：
１
０
ト
ン

・
走
力
：
１
０
０
ｍ
を
２
秒

武
器

・
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
サ
イ
ズ
（
大
鎌
）

柄
の
色
は
黒
で
、
柄
の
下
に
マ
キ
シ
マ
ム
ス
ロ
ッ
ト
が
付
着

・
一
振
り
１
２
ト
ン

詳
細

・
左
翔
二
郎
が
“
審
判
の
記
憶
”
を
宿
し
た
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
“
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン

メ
モ
リ
”
を
ロ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
に
装
填
し
て
変
身

・
Ｗ
と
同
じ
く
Ｗ
の
触
角

・
複
眼
の
色
は
紫

・
体
色
は
白
で
、
肩
、
肘
、
膝
に
黒
の
装
飾
が
し
て
あ
る

・
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
サ
イ
ズ
は
翔
二
郎
の
意
思
に
よ
っ
て
出
現
と
消
滅
が
可
能

・
Ｗ
が
“
風
都
の
涙
を
拭
う
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
”
な
ら
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
は
“
雷
都

の
審
判
者
”

・
他
に
も
“
白
い
死
神
”
と
い
う
異
名
が
あ
る
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キ
ャ
ラ
設
定
（
前
書
き
）

新
キ
ャ
ラ
や
物
語
の
内
容
で
新
た
な
事
実
が
出
て
き
た
時
に
更
新
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
１
０
月
３
１
日
　
更
新
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キ
ャ
ラ
設
定

左
翔
二
郎
　
年
齢
：
左
翔
太
朗
と
同
じ
　
職
業
：
探
偵
と
科
学
者

こ
の
物
語
の
主
人
公
。

左
翔
太
朗
の
双
子
の
弟
。

『
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
』
の
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
持
ち
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
シ
ジ
ョ

ン
に
変
身
す
る
。

雷
都
で
探
偵
事
務
所
を
開
い
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
色
々
な
物
を
発
明
し
て
い

る
。

元
々
は
相
棒
が
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
相
棒
は
・
・
・
。

翔
二
郎
の
相
棒
（
今
の
と
こ
ろ
本
名
不
明
）
名
字
：
草
野
　
年
齢
：
４
８
歳
　

職
業
：
探
偵

翔
二
郎
の
相
棒
で
あ
っ
た
が
、
２
０
０
８
年
の
９
月
某
日
に
行
方
不
明
に
な
っ

た
。

変
身
能
力
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
ど
の
よ
う
な
用
途
で
変
身

す
る
の
か
不
明
（
恐
ら
く
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
で
変
身
す
る
）
。

雷
都
の
探
偵
事
務
所
は
こ
の
男
が
開
い
て
い
た
ら
し
い
。

常
に
煙
草
を
吸
っ
て
い
る
。

名
字
は
草
野
。

平
井
大
介
　
年
齢
：
２
７
歳
　
職
業
：
警
部

若
く
し
て
警
部
に
な
っ
た
エ
リ
ー
ト
。

卵
が
何
故
か
割
れ
な
い
。
理
由
は
不
明
。

翔
二
郎
に
何
か
作
っ
て
も
ら
う
。

草
野
の
事
を
知
っ
て
い
る
。
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依
頼
編
（
前
書
き
）

つ
い
に
本
編
投
稿
。

誤
字
な
ど
が
あ
っ
た
ら
感
想
欄
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
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依
頼
編

第
一
話
　
Ｄ
の
記
憶
／
三
つ
の
顔
を
持
つ
男

こ
こ
は
一
年
中
雷
雨
が
降
っ
て
い
る
“
雷
都
”
。

ら
い
と

何
で
こ
う
な
っ
た
の
か
は
誰
も
知
ら
な
い
。

―
２
０
０
９
年
９
月
１
日
　
雷
都
 

１
５
時
０
０
分
―

雷
都
に
あ
る
探
偵
事
務
所
。

こ
の
探
偵
事
務
所
を
訪
ね
る
二
十
歳
の
青
年
“
水
野
亮
”
が
い
た
。

み
ず
の
り
ょ
う

水
野
は
、
探
偵
事
務
所
の
ド
ア
を
叩
い
た
。

し
か
し
反
応
が
な
い
の
で
、
も
う
一
度
ド
ア
を
叩
い
た
。

ま
た
反
応
が
な
い
の
で
、
声
を
出
す
水
野
。

「
依
頼
で
ー
す
！
入
っ
て
も
い
い
で
す
か
ー
！
」

反
応
な
し
。

「
入
り
ま
す
よ
ー
！
」

そ
う
言
い
、
中
に
入
る
水
野
。

そ
こ
に
は
、
科
学
者
の
よ
う
な
服
を
着
た
二
十
代
前
半
ぐ
ら
い
の
青
年
が
何
か

を
作
っ
て
い
た
。

「
よ
し
・
・
こ
い
つ
の
名
前
は
『
全
自
動
卵
割
り
器
』
だ
！
」

「
・
・
・
」

「
あ
れ
、
ど
ち
ら
様
で
す
か
？
」

「
・
・
・
依
頼
で
す
」
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「
あ
あ
依
頼
で
す
か
！
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

「
は
い
」

と
言
い
、
部
屋
に
あ
っ
た
ソ
フ
ァ
に
座
る
水
野
。

青
年
は
部
屋
に
あ
っ
た
ド
ア
を
開
け
、
別
の
部
屋
に
行
っ
た
。

お
そ
ら
く
着
替
え
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
・
・
・
」

特
に
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
部
屋
を
見
回
す
水
野
。

部
屋
は
そ
こ
そ
こ
整
頓
さ
れ
て
あ
り
、
こ
れ
と
い
っ
て
目
立
つ
も
の
は
無
か
っ

た
。

・
・
・
先
程
の
青
年
が
座
っ
て
い
た
本
の
山
を
除
け
ば
の
話
だ
が
。

目
を
凝
ら
す
と
、
そ
こ
に
は
『
事
件
フ
ァ
イ
ル
Ｎ
ｏ
．
１
』
と
書
か
れ
た
も
の

も
あ
れ
ば
、
『
発
明
品
フ
ァ
イ
ル
Ｎ
ｏ
．
１
』
と
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。

「
（
あ
の
人
は
今
ま
で
多
く
の
事
件
を
解
決
し
た
の
だ
ろ
う
）
」

と
、
水
野
が
推
測
し
て
い
る
と
、
そ
の
隣
に
、
『
代
理
探
偵
　
左
翔
二
郎
』
と

書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
置
い
て
あ
っ
た
。

「
（
一
体
な
ぜ
？
元
々
は
誰
か
が
や
っ
て
い
た
の
か
な
・
・
・
？
）
」

水
野
が
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
と
、
部
屋
の
ド
ア
が
開
い
た
。

先
程
の
青
年
が
服
を
変
え
て
そ
の
場
に
い
た
。

「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
」

「
あ
、
い
え
い
え
」

「
何
か
飲
み
ま
す
？
」

「
い
や
、
い
い
で
す
」

上
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
終
え
、
丁
度
向
か
い
側
に
あ
っ
た
ソ
フ
ァ
に
座
る
青
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年
。

「
・
・
・
で
、
依
頼
は
何
で
す
か
？
」

「
は
い
。
・
・
・
兄
を
探
し
て
ほ
し
い
ん
で
す
」

「
そ
う
で
す
か
。
警
察
に
は
相
談
し
た
ん
で
す
か
？
」

「
一
応
し
ま
し
た
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
・
・
・
自
己
紹
介
が
ま
だ
で
し
た
ね
。
俺
は
“
左
翔
二
郎

ひ
だ
り
し
ょ
う
じ
ろ
う

”
で
す
。
副
業
で
科
学
者
も
や
っ
て
ま
す
。
あ
な
た
は
？
」

「
水
野
亮
で
す
（
副
業
で
科
学
者
！
？
こ
の
人
凄
い
ん
だ
な
ぁ
・
・
・
）
」

「
水
野
さ
ん
で
す
ね
。
・
・
・
じ
ゃ
、
質
問
し
ま
す
」

と
言
い
な
が
ら
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
メ
モ
帳
を
取
り
出
す
翔
二
郎
。

長
い
の
で
質
問
の
シ
ー
ン
は
カ
ッ
ト
し
ま
す
。

「
「
ち
ょ
」
」

数
分
後
、
翔
二
郎
の
メ
モ
帳
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。

『
依
頼
人
・
水
野
亮
（
２
０
）
　
男
性
　
職
業
：
大
学
生
　

依
頼
内
容
：
兄
の
水
野
武
（
２
２
）
を
探
し
て
ほ
し
い
。

み
ず
の
た
け
し

依
頼
人
に
よ
る
と
、
水
野
武
は
数
年
前
、
受
験
し
た
大
学
に
全
て
落
ち
、
そ
れ

以
降
は
毎
日
自
宅
で
引
き
こ
も
っ
て
い
る
と
の
事
。

全
く
、
落
ち
た
な
ら
落
ち
た
で
就
職
し
ろ
と
言
い
た
（
以
下
作
者
が
自
粛
）

し
か
し
、
数
日
前
か
ら
突
然
姿
を
消
し
た
。

推
測
だ
が
、
こ
れ
は
数
日
前
か
ら
突
然
起
き
た
ド
ー
パ
ン
ト
事
件
に
関
係
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
早
い
内
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
０
０
９
年
９
月
１
日
　
左
翔
二
郎
』

「
（
大
体
こ
ん
な
も
ん
か
）
さ
て
、
質
問
も
終
わ
っ
た
こ
と
で
す
し
、
帰
っ
て
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い
い
で
す
よ
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
・
・
・
左
さ
ん
、
な
る
べ
く
早
く
解
決
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
」

「
は
い
・
・
・
」

そ
し
て
、
水
野
は
事
務
所
を
出
て
行
っ
た
。

「
（
・
・
・
一
年
た
っ
て
も
慣
れ
ね
ぇ
な
ぁ
。
探
偵
の
仕
事
は
）
」

水
野
が
出
て
行
く
と
同
時
に
、
声
に
は
出
さ
ず
愚
痴
を
言
う
翔
二
郎
。

「
（
一
年
と
い
え
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
探
偵
が
い
な
く
な
っ
て
一
年
だ
な
。
・
・
・

・
・

今
月
で
）
」

翔
二
郎
は
自
分
が
探
偵
に
も
関
わ
ら
ず
、
お
か
し
な
こ
と
に
別
の
人
物
を
探
偵

と
言
っ
て
い
る
。

ま
る
で
、
一
年
前
ま
で
そ
の
人
物
が
探
偵
を
や
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
口
ぶ
り

で
。

「
本
当
、
ど
こ
に
行
っ
ち
ま
っ
た
ん
だ
・
・
・
探
偵
」

そ
の
一
言
を
、
翔
二
郎
は
声
に
出
し
て
言
っ
た
。
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調
査
編
（
前
書
き
）

翔
二
郎
が
前
の
話
で
言
っ
て
い
た
“
探
偵
”
の
名
字
が
明
か
さ
れ
ま
す
。
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調
査
編

―
同
日
　
雷
都
　
１
６
時
０
０
分
―

「
さ
て
、
行
く
か
」

翔
二
郎
は
そ
う
言
い
、
自
作
の
自
転
車
に
乗
っ
た
（
黒
い
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着

て
い
る
）
。

“
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
”
と
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
の
に
、
バ
イ
ク
に
乗
ら
な
い
の
は
ど

う
か
と
思
う
。

「
俺
の
勝
手
だ
ろ
」

ま
あ
そ
う
だ
け
ど
さ
。

―
同
日
　
雷
都
　
１
６
時
１
０
分
―

翔
二
郎
は
、
『
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
　
Ｏ
Ｕ
Ｔ
』
と
書
か
れ
た
テ
ー
プ
の
前
に
い
た
。

テ
ー
プ
の
向
こ
う
側
は
、
建
物
が
焼
失
し
て
い
た
。

テ
ー
プ
の
向
こ
う
側
に
い
た
人
物
に
声
を
か
け
る
翔
二
郎
。

「
ヒ
ラ
ー
。
例
の
物
持
っ
て
き
た
ぞ
ー
」

「
翔
二
郎
か
。
こ
い
つ
は
通
し
て
い
い
ぞ
」

「
「
は
い
！
」
」

ど
う
も
、
と
言
い
、
中
に
入
る
翔
二
郎
。

ヒ
ラ
と
言
わ
れ
た
人
物
の
名
は
“
平
井
大
介
”
。
あ
だ
名
は
ヒ
ラ
。
年
齢
は
２

ひ
ら
い
だ
い
す
け

７
歳
。
名
字
と
あ
だ
名
に
似
合
わ
ず
、
若
く
し
て
警
部
に
な
っ
た
エ
リ
ー
ト
だ
。

「
で
、
例
の
物
は
？
」
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「
焦
る
な
よ
。
ほ
れ
」

「
こ
れ
が
『
全
自
動
卵
割
り
器
』
か
。
俺
は
卵
が
ど
う
し
て
も
割
れ
な
い
ん
だ

よ
な
あ
」

「
（
お
前
が
言
う
と
笑
え
る
な
）
」

「
ほ
れ
、
仕
事
代
」

「
お
う
。
・
・
・
今
度
の
大
学
で
何
回
目
だ
？
」

「
確
か
六
つ
だ
。
っ
て
、
何
で
そ
ん
な
こ
と
聞
く
ん
だ
？
」

「
仕
事
と
関
係
し
て
る
ん
だ
よ
」

「
あ
ー
成
程
。
に
し
て
も
、
今
度
の
ド
ー
パ
ン
ト
は
働
き
者
だ
な
」

「
こ
の
十
日
間
で
六
つ
も
大
学
を
焼
失
さ
せ
て
る
か
ら
な
」

こ
こ
で
ド
ー
パ
ン
ト
が
何
者
な
の
か
を
説
明
し
な
い
と
、
永
遠
に
説
明
す
る
機

会
を
失
う
と
思
う
の
で
説
明
を
す
る
。

ド
ー
パ
ン
ト
と
は
、
人
が
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
の
よ
う
な
形
の
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
と
い

う
物
を
体
の
一
部
に
差
し
入
れ
、
そ
の
姿
を
化
け
物
に
変
え
た
も
の
で
あ
る
。

「
メ
モ
す
る
か
」

翔
二
郎
は
、
メ
モ
帳
―
探
偵
事
務
所
で
使
っ
た
の
と
は
別
物
の
物
だ
が
―
を
取

り
出
し
た
。

表
紙
に
は
、
『
ド
ー
パ
ン
ト
フ
ァ
イ
ル
Ｎ
ｏ
．
１
』
と
書
い
て
あ
る
。

翔
二
郎
は
メ
モ
帳
に
こ
う
書
い
た
。

『
ド
ー
パ
ン
ト
の
攻
撃
跡
を
発
見
。

大
学
が
焼
失
し
て
い
る
こ
と
か
ら
炎
系
の
ド
ー
パ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
。

２
０
０
９
年
９
月
１
日
』

「
・
・
・
そ
う
い
や
、
草
野
さ
ん
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
な
い
の
か
？
」

平
井
が
い
き
な
り
言
っ
た
。
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「
・
・
・
探
偵
な
ら
ま
だ
見
つ
か
っ
て
な
い
」

「
そ
う
か
。
・
・
・
行
方
不
明
に
な
っ
て
一
年
だ
な
」

「
そ
う
だ
な
。
・
・
・
警
察
は
ま
だ
探
し
て
る
の
か
」

「
い
や
、
・
・
・
既
に
死
亡
扱
い
に
な
っ
て
る
。
ま
あ
生
き
て
る
だ
ろ
う
け
ど

な
」

「
マ
ジ
で
死
ん
で
る
か
も
な
」

「
縁
起
で
も
な
い
事
言
う
な
よ
。
・
・
・
何
し
て
る
ん
だ
か
、
あ
の
人
は
」

「
ど
っ
か
で
煙
草
で
も
吸
っ
て
る
ん
じ
ゃ
ね
え
の
」

「
だ
と
い
い
け
ど
な
」

「
・
・
・
じ
ゃ
あ
な
」

「
お
う
。
今
度
も
何
か
作
っ
て
く
れ
よ
」

「
あ
あ
」

翔
二
郎
は
そ
う
言
い
、
探
偵
事
務
所
に
帰
っ
た
。
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調
査
編
（
後
書
き
）

感
想
待
っ
て
ま
す
。
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推
理
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
変
身
編
（
前
書
き
）

つ
い
に
変
身
シ
ー
ン
キ
タ
ー
！
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推
理
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
変
身
編

―
雷
都
　
探
偵
事
務
所
　
１
６
時
３
０
分
―

「
（
さ
て
、
調
べ
た
こ
と
を
メ
モ
す
る
か
）
」

探
偵
事
務
所
に
帰
り
、
例
の
『
事
件
フ
ァ
イ
ル
Ｎ
ｏ
．
１
』
や
『
発
明
品
フ
ァ

イ
ル
Ｎ
ｏ
．
１
』
が
置
い
て
あ
る
机
の
近
く
の
椅
子
に
座
っ
て
メ
モ
を
す
る
事

に
し
た
翔
二
郎
。

『
ま
ず
、
依
頼
人
は
水
野
亮
。
兄
の
水
野
武
を
探
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
だ

っ
た
。

水
野
武
は
数
年
前
大
学
に
落
ち
、
以
降
は
働
き
も
せ
ず
に
引
き
こ
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
数
日
前
に
突
然
姿
を
消
し
た
。

数
日
前
と
い
う
点
で
一
致
す
る
の
は
数
日
前
か
ら
起
き
て
い
る
『
連
続
大
学
焼

失
事
件
』
だ
。

俺
は
現
場
に
行
き
、
こ
の
目
で
大
学
が
完
全
に
焼
失
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

こ
の
事
か
ら
、
大
学
を
焼
失
さ
せ
た
ド
ー
パ
ン
ト
は
炎
系
の
ド
ー
パ
ン
ト
と
断

定
。

恐
ら
く
水
野
武
は
、
こ
の
事
件
に
関
わ
っ
た
か
、
も
し
く
は
犯
人
の
ド
ー
パ
ン

ト
と
思
わ
れ
る
。

も
し
犯
人
だ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
入
手
し
た
か
は
不
明
』

「
・
・
・
こ
ん
な
も
ん
か
」

調
べ
た
事
を
メ
モ
し
た
翔
二
郎
。

「
（
水
野
武
が
犯
人
だ
っ
た
場
合
、
次
も
大
学
を
焼
失
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

だ
っ
た
ら
、
ま
だ
燃
や
さ
れ
て
い
な
い
大
学
が
危
険
だ
。
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そ
の
大
学
を
見
張
る
か
）
」

椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
、
隣
の
部
屋
に
入
っ
た
翔
二
郎
。

「
（
・
・
・
ド
ー
パ
ン
ト
を
倒
す
に
は
あ
れ
が
必
要
だ
が
・
・
・
ど
こ
行
っ
た
？

・
・

探
す
し
か
な
い
が
探
す
の
に
は
時
間
が
か
か
る
な
。

こ
の
部
屋
じ
ゃ
）
」

部
屋
は
、
・
・
・
整
理
整
頓
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
部
屋
だ
っ
た
。

入
る
と
同
時
に
、
足
元
に
は
変
な
物
（
翔
二
郎
曰
く
失
敗
作
）
が
転
が
っ
て
お

り
、
一
つ
の
机
の
上
（
ち
な
み
に
何
個
も
あ
る
）
に
は
資
料
や
本
の
山
。

先
程
の
部
屋
の
資
料
は
ほ
ん
の
一
部
だ
っ
た
よ
う
だ
。

壁
に
は
紙
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
最
早
紙
の
壁
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

別
の
机
に
は
起
動
し
た
ま
ま
置
か
れ
て
あ
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
。

電
気
代
が
勿
体
な
い
と
言
い
た
い
（
翔
二
郎
は
事
務
所
の
屋
根
に
当
た
る
雨
粒

を
な
ん
や
か
ん
や
で
電
気
に
変
換
し
て
い
る
装
置
を
作
っ
た
そ
う
だ
。
雷
が
落

ち
る
と
大
き
な
電
気
に
な
る
と
言
っ
て
い
た
）
。

「
よ
く
こ
こ
ま
で
散
ら
か
し
た
も
の
だ
・
・
・
今
度
掃
除
で
も
す
る
か
」

ぼ
や
き
な
が
ら
翔
二
郎
は
あ
れ
を
探
す
。

・
・

「
見
つ
け
た
・
・
・
」

そ
し
て
、
翔
二
郎
は
あ
れ
を
見
つ
け
た
。

・
・

―
雷
都
　
某
大
学
前
の
道
路
　
２
２
時
０
０
分
―

『
ド
ゴ
ォ
ー
ン
！
』

「
・
・
・
雷
か
」

翔
二
郎
は
、
あ
れ
を
見
つ
け
て
か
ら
こ
の
大
学
に
張
り
込
ん
で
い
た
。

・
・

相
変
わ
ら
ず
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着
て
、
電
柱
に
隠
れ
て
い
る
。
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「
（
雷
都
で
大
学
が
焼
失
し
て
い
な
い
の
は
こ
こ
だ
け
だ
。

だ
っ
た
ら
、
も
う
ド
ー
パ
ン
ト
は
こ
こ
に
来
る
し
か
な
い
。

・
・
・
し
か
し
、
寒
い
な
。

早
く
来
て
く
れ
。

ド
ー
パ
ン
ト
を
倒
す
前
に
俺
が
風
邪
で
倒
れ
る
ぞ
。

・
・
・
！
）
」

翔
二
郎
が
愚
痴
を
言
っ
て
い
る
間
に
、
誰
か
が
来
た
。

そ
の
人
物
は
、
傘
を
差
し
て
い
て
顔
が
よ
く
見
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
声
が
依
頼
人
の
水
野
亮
に
似
て
い
た
。

「
大
学
な
ん
て
・
・
・
消
し
て
や
る
！
」

［
マ
グ
マ
！
］

「
あ
い
つ
か
・
・
・
」

翔
二
郎
は
、
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
の
起
動
音
を
聞
い
た
。

そ
し
て
、
人
物
は
化
物
“
ド
ー
パ
ン
ト
”
に
姿
を
変
え
た
。

「
全
部
燃
や
し
て
や
る
！
」

「
は
っ
！
」

「
！
？
」

そ
う
呟
く
と
同
時
に
、
翔
二
郎
は
“
マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
”
に
飛
び
蹴
り
し
た
。

「
だ
、
誰
だ
お
前
！
」

飛
び
蹴
り
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
少
し
よ
ろ
め
い
た
だ
け
で
全
く
痛
み
を

感
じ
た
様
子
が
な
い
マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
翔
二
郎
に
質
問
し
て
い
る
。
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「
（
や
っ
ぱ
り
効
い
て
ね
え
な
）

人
に
名
前
を
聞
く
と
き
は
自
分
か
ら
名
乗
る
も
の
だ
ぞ
。

そ
う
だ
ろ
水
野
武
？
」

質
問
を
質
問
で
返
す
翔
二
郎
。

「
！
！
何
故
俺
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
！
」

「
（
声
が
弟
さ
ん
に
似
て
い
た
か
ら
・
・
・
と
は
言
え
な
い
な
）

ど
う
だ
っ
て
い
い
だ
ろ
。

そ
れ
よ
り
、
と
っ
と
と
メ
モ
リ
を
よ
こ
せ
」

「
嫌
だ
ね
！
」

「
そ
う
か
・
・
・
だ
っ
た
ら
力
づ
く
で
奪
う
し
か
な
い
な
」

「
何
言
っ
て
ん
だ
お
前
？

生
身
の
人
間
が
ド
ー
パ
ン
ト
に
勝
て
る
訳
が
・
・
・
」

「
そ
う
だ
な
。

だ
が
、
あ
い
に
く
こ
っ
ち
も
た
だ
の
人
間
じ
ゃ
な
い
ん
で
ね
」

そ
う
言
う
と
、
翔
二
郎
は
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
放
り
捨
て
、
懐
か
ら
“
ロ
ス
ト
ド

ラ
イ
バ
ー
”
と
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
取
り
出
し
、
ロ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
を
装
着
し
、

ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
目
の
高
さ
ま
で
持
っ
た
。

そ
の
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
に
は
、
『
Ｄ
』
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

［
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
！
］

「
変
身
！
」

［
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
！
］

ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
起
動
さ
せ
、
ロ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
に
装
填
し
、
翔
二
郎
は
“

変
身
”
し
た
。

「
ま
さ
か
お
前
・
・
・
ド
ー
パ
ン
ト
だ
っ
た
の
か
！
？
」
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同
じ
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
使
っ
た
こ
と
か
ら
、
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
を
ド
ー
パ
ン
ト
と

予
想
し
た
マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
。

「
残
念
な
が
ら
、
そ
の
予
想
は
外
れ
て
る
。

俺
は
・
・
・
“
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
”
だ
！
」

そ
う
答
え
、
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
は
武
器
の
大
鎌
“
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
サ
イ
ズ
”
を
マ

グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
に
向
け
、
こ
う
言
っ
た
。

「
さ
あ
、
お
前
の
罪
を
審
判
す
る
！
」
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推
理
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
変
身
編
（
後
書
き
）

犯
人
が
マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
だ
っ
た
件
に
つ
い
て
↑

マ
グ
マ
だ
か
ら
す
ぐ
雨
で
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
ツ
ッ
コ
ミ
は
無
し
の
方
向
で

お
願
い
し
ま
す
↑
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戦
闘
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
完
結
編
（
前
書
き
）

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
完
結
っ
て
い
う
の
は
こ
れ
で
一
話
が
終
わ
っ
た
っ
て
い

う
事
で
す
。

あ
と
、
か
な
り
戦
闘
シ
ー
ン
が
短
い
で
す
↑
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戦
闘
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
完
結
編

「
さ
あ
、
お
前
の
罪
を
審
判
す
る
！
」

マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
に
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
サ
イ
ズ
を
向
け
、
決
め
台
詞
を
言
っ
た

デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
。

「
だ
、
黙
れ
！
お
前
な
ん
か
燃
や
し
て
や
る
！
」

と
言
い
、
数
十
発
の
炎
の
球
を
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
に
向
け
て
投
げ
る
マ
グ
マ
ド
ー

パ
ン
ト
。

「
い
き
な
り
か
よ
・
・
・
ま
あ
先
手
必
勝
っ
て
い
う
言
葉
も
あ
る
け
ど
な
！
」

「
ぐ
ぁ
っ
！
」

し
か
し
、
そ
れ
を
難
な
く
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
サ
イ
ズ
で
叩
き
落
と
す
デ
ィ
シ
ジ
ョ

ン
。

し
か
も
、
数
発
マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
に
打
ち
返
し
て
い
る
。

「
今
度
は
こ
っ
ち
の
番
だ
」

「
が
は
っ
！
う
ぐ
っ
！
」

マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
が
体
勢
を
崩
し
て
い
る
間
に
、
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
サ
イ
ズ
で

攻
撃
す
る
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
。

そ
の
攻
撃
は
斬
る
と
い
う
よ
り
も
、
抉
る
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。

一
撃
、
二
撃
と
、
確
実
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
く
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
。

そ
し
て
、
マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
は
最
後
に
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
が
浴
び
せ
た
一
撃
で

吹
っ
飛
ん
だ
。
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「
く
そ
っ
・
・
・
」

「
何
だ
、
あ
っ
け
な
い
な
。

ま
あ
、
た
だ
大
学
を
燃
や
し
て
い
た
だ
け
だ
か
ら
実
戦
は
初
め
て
み
た
い
だ
け

ど
な
。

・
・
・
そ
ろ
そ
ろ
メ
モ
リ
ブ
レ
イ
ク
す
る
か
」

そ
う
言
い
、
ロ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
メ
モ
リ
を
引
き
抜
き
、

デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
サ
イ
ズ
の
マ
キ
シ
マ
ム
ス
ロ
ッ
ト
に
装
填
す
る
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
。

［
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
！
マ
キ
シ
マ
ム
ド
ラ
イ
ブ
！
］

「
！
来
、
来
る
な
ぁ
！
」

マ
キ
シ
マ
ム
ス
ロ
ッ
ト
か
ら
そ
の
音
声
が
聞
こ
え
、
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
サ
イ
ズ
の

刀
身
が
紫
に
光
っ
た
。

そ
し
て
、
少
し
ず
つ
だ
が
、
確
実
に
マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
に
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
は

近
づ
い
て
い
っ
た
。

ま
る
で
、
死
神
が
近
づ
い
て
い
く
よ
う
に
。

そ
の
こ
と
に
恐
怖
し
た
の
か
、
マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
は
悲
鳴
を
あ
げ
、
デ
ィ
シ

ジ
ョ
ン
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
既
に
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
は
目
の
前
に
い
た
。

「
・
・
・
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
ス
ラ
ッ
シ
ュ
」

罪
人
に
判
決
を
下
す
よ
う
に
、
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
は
言
っ
た
。

そ
し
て
、
背
を
向
け
た
マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
に
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
は
デ
ィ
シ
ジ
ョ

ン
サ
イ
ズ
を
振
り
下
ろ
し
、
メ
モ
リ
ブ
レ
イ
ク
し
た
。

い
や
、
正
確
に
は
し
た
は
ず
だ
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・

何
故
な
ら
・
・
・
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「
グ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
」

「
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

「
・
・
・
！
？
」

突
然
テ
ィ
ラ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
が
現
れ
、
マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
を
口
の
中
に
放
り
込

ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

当
然
、
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
は
驚
い
た
。

「
待
て
！
」

と
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
が
静
止
し
た
が
、
テ
ィ
ラ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
は
何
処
か
に
行
っ
た
。

「
・
・
・
何
処
に
行
き
や
が
っ
た
・
・
・
」

と
呟
き
、
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
は
変
身
を
解
い
た
。
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戦
闘
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
完
結
編
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
？

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
中
身
の
薄
さ
で
し
ょ
う
↑

こ
う
な
っ
た
の
は
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
が
チ
ー
ト
す
ぎ
る
か
ら
で
す
↑

い
や
も
う
本
当
に
。

次
回
の
戦
闘
編
は
も
う
ち
ょ
っ
と
長
く
し
た
い
で
す
。
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今
回
の
依
頼
（
前
書
き
）

前
話
の
あ
ら
す
じ
で
す
。
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今
回
の
依
頼

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
、
今
回
の
依
頼
は
！

依
頼
人
：
水
野
亮
（
２
０
）

「
兄
を
探
し
て
ほ
し
い
ん
で
す
」

　
　
　
　
　
↓
依
頼

探
偵
：
左
翔
二
郎
（
二
十
代
前
半
）
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓

「
本
当
、
ど
こ
に
行
っ
ち
ま
っ
た
ん
だ
・
・
・
探
偵
」
↓

　
　
　
　
　
↓
依
頼
と
結
び
つ
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
『
連
続
大
学
焼
失
事
件
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
現
場
に
行
く

　
　
　
　
　
↓
そ
の
捜
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

警
部
：
平
井
大
介
（
２
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑

「
そ
う
い
や
、
草
野
さ
ん
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
な
い
の
か
？
」

『
連
続
大
学
焼
失
事
件
』
の
犯
人

　
　
　
　
↓

マ
グ
マ
ド
ー
パ
ン
ト
：
水
野
武
（
２
２
）

「
大
学
な
ん
て
・
・
・
消
し
て
や
る
！
」

　
　
　
　
↓
対
決

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
：
左
翔
二
郎

　
　
　
　
↓
結
果

「
来
、
来
る
な
ぁ
！
」

「
・
・
・
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
ス
ラ
ッ
シ
ュ
」

「
グ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
」

「
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

「
・
・
・
！
？
」

　
　
　
　
↓
前
回
ラ
ス
ト
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「
・
・
・
何
処
に
行
き
や
が
っ
た
・
・
・
」
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新
情
報
編
（
前
書
き
）

非
常
に
短
い
で
す
。
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新
情
報
編

第
二
話
　
Ｄ
の
記
憶
／
真
犯
人
は
・
・
・

―
９
月
２
日
　
雷
都
　
１
０
時
０
０
分
―

「
あ
あ
、
『
連
続
大
学
焼
失
事
件
』
の
犯
人
は
依
頼
人
の
兄
の
水
野
武
だ
。

ド
ー
パ
ン
ト
に
変
身
し
て
大
学
を
燃
や
し
て
い
た
ん
だ
」

『
そ
う
か
。

で
、
昨
日
お
前
は
そ
い
つ
と
戦
っ
た
と
い
う
訳
か
』

「
あ
あ
。

こ
っ
ち
も
変
身
し
て
戦
っ
た
が
・
・
・
あ
と
一
歩
と
い
う
所
で
」

『
逃
が
し
た
の
か
？
』

「
い
や
、
テ
ィ
ラ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
が
邪
魔
を
し
た
」

『
・
・
・
ド
ー
パ
ン
ト
か
？
』

「
そ
う
考
え
る
の
が
普
通
だ
な
。

テ
ィ
ラ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
な
ん
て
と
っ
く
の
昔
に
絶
滅
し
て
る
か
ら
な
」

翔
二
郎
は
、
昨
晩
の
出
来
事
を
平
井
に
携
帯
で
話
し
て
い
た
。

ち
な
み
に
こ
こ
は
探
偵
事
務
所
。

『
と
こ
ろ
で
・
・
・
ド
ー
パ
ン
ト
が
水
野
武
っ
て
言
っ
た
よ
な
、
お
前
』

「
あ
あ
」

『
そ
い
つ
・
・
・
今
朝
発
見
さ
れ
た
死
体
の
名
前
だ
』

・
・

「
！
？
・
・
・
本
当
か
？
」

平
井
の
言
葉
に
驚
く
翔
二
郎
。

当
然
の
反
応
だ
。
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『
さ
っ
き
身
元
が
分
か
っ
た
か
ら
な
。

間
違
い
な
い
』

「
死
亡
推
定
時
刻
は
？
」

『
昨
日
の
２
２
時
か
ら
２
３
時
だ
。

ち
ょ
う
ど
、
お
前
が
水
野
と
戦
っ
て
い
た
頃
だ
』

「
・
・
・
言
っ
て
お
く
が
犯
人
は
俺
じ
ゃ
な
い
ぞ
」

『
分
か
っ
て
る
。

大
体
、
死
体
は
噛
み
つ
か
れ
た
よ
う
な
痕
が
あ
っ
た
し
な
。

お
前
の
大
鎌
じ
ゃ
あ
ん
な
痕
は
で
き
な
い
』

「
噛
み
つ
か
れ
た
よ
う
な
痕
・
・
・
か
」

『
・
・
・
ま
あ
、
今
分
か
っ
て
い
る
情
報
は
こ
ん
な
も
ん
だ
。

後
は
自
分
で
ど
う
に
か
し
ろ
よ
』

と
言
い
残
し
、
平
井
は
電
話
を
切
っ
た
。

「
・
・
・
行
く
か
」

翔
二
郎
も
平
井
が
電
話
を
切
っ
た
事
を
確
認
す
る
と
、
探
偵
事
務
所
の
ド
ア
を

開
き
、
外
に
出
た
。
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新
情
報
編
（
後
書
き
）

突
然
で
す
が
問
題
で
す
。

翔
二
郎
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

１
・
鳴
海
探
偵
事
務
所

２
・
情
報
屋
の
所

３
・
雷
都
警
察
署
（
平
井
が
働
い
て
い
る
警
察
署
）

４
・
依
頼
人
、
水
野
亮
の
所

さ
あ
、
ど
れ
で
し
ょ
う
。
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情
報
屋
登
場
編
（
前
書
き
）

前
の
話
よ
り
は
長
い
と
思
い
ま
す
。
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情
報
屋
登
場
編

―
同
日
　
雷
都
警
察
署
内
遺
体
安
置
所
　
１
０
時
３
０
分
―

「
・
・
・
」

雷
都
署
内
に
あ
る
遺
体
安
置
所
。

こ
こ
に
依
頼
人
、
水
野
亮
は
い
た
。

彼
が
見
て
い
る
遺
体
は
、
水
野
武
だ
。

「
・
・
・
や
っ
ぱ
り
こ
こ
に
い
ま
し
た
か
」

と
い
う
声
が
し
た
方
向
を
向
く
水
野
。

そ
こ
に
は
、
翔
二
郎
が
い
た
。

「
す
い
ま
せ
ん
。

俺
が
も
っ
と
早
く
お
兄
さ
ん
を
見
つ
け
て
い
れ
ば
、
間
に
合
っ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
の
に
・
・
・
」

「
・
・
・
探
偵
さ
ん
の
せ
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

多
分
・
・
・
こ
れ
は
天
罰
で
す
よ
」

「
例
の
『
連
続
大
学
焼
失
事
件
』
の
犯
人
・
・
・
あ
な
た
の
お
兄
さ
ん
だ
っ
た

ん
で
す
よ
ね
」

「
は
い
。

だ
か
ら
、
こ
れ
は
・
・
・
そ
の
報
い
だ
と
思
う
ん
で
す
」

「
も
し
、
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
・
・
・
俺
は
、
こ
の
人
を
殺
し
た
犯
人
を
絶

対
に
許
し
ま
せ
ん
。

確
か
に
あ
な
た
の
お
兄
さ
ん
は
犯
罪
を
犯
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
兄
さ
ん
に
は

救
い
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

俺
は
そ
う
思
い
ま
す
」
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翔
二
郎
が
今
言
っ
た
事
は
本
当
だ
。

水
野
武
が
死
ん
だ
と
平
井
か
ら
聞
い
た
時
、
ま
だ
救
え
た
筈
だ
っ
た
と
翔
二
郎

は
思
っ
た
の
だ
。

そ
れ
が
、
翔
二
郎
の
下
し
た
水
野
武
へ
の
“
判
決
”
だ
。

「
そ
れ
じ
ゃ
、
俺
は
こ
れ
で
」

そ
う
言
い
残
し
、
翔
二
郎
は
出
て
行
っ
た
。

今
こ
こ
に
い
る
の
は
水
野
だ
け
だ
。

「
（
・
・
・
僕
は
、
と
ん
で
も
な
い
“
過
ち
”
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
だ
ろ
う
か
・
・
・
）
」

口
に
は
出
さ
ず
、
水
野
は
そ
う
思
っ
た
。

―
同
日
　
お
菓
子
屋
『
雷
都
堂
』
　
１
１
時
０
０
分
―

こ
こ
は
雷
都
に
あ
る
唯
一
の
お
菓
子
屋
『
雷
都
堂
』
。

翔
二
郎
は
こ
の
店
の
戸
を
開
け
た
。

そ
れ
に
店
主
が
気
づ
き
、
声
を
か
け
た
。

「
ジ
ロ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
」

こ
の
店
主
の
名
は
“
祭
京
子
”
。

ま
つ
り
き
ょ
う
こ

若
く
し
て
こ
の
店
を
開
店
さ
せ
、
４
０
年
間
無
休
で
働
い
て
き
た
女
性
だ
。

年
齢
は
６
０
歳
。
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「
何
か
買
っ
て
く
か
い
？

最
近
は
怖
い
も
の
見
た
さ
で
『
雷
都
堂
特
製
雷
都
パ
ン
』
が
売
れ
て
る
よ
」

「
い
や
、
お
菓
子
は
い
い
よ
。

そ
っ
ち

今
日
は
・
・
・
」

言
葉
を
切
り
、
懐
か
ら
一
万
円
を
取
り
出
す
翔
二
郎
。

一
万
円
に
目
を
留
め
る
祭
。

「
情
報
屋
の
方
で
、
用
が
あ
る
」

こ
っ
ち
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

仮面ライダーディシジョン
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